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第38回健康教育研究会Ｗeb研修

新型コロナが5類感染症となり、社会は一気に賑わいを取り戻しています。しかし、コロナ
禍による行動制限の影響で、対人コミュニケーションに不安を抱いている若者が多いことが
問題となっています。コロナ禍は脳や心の発達にどんな影響を与えたのか？そしてどんな支
援が必要なのか？科学の視点からお話していただきます。
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京都大学大学院教育学研究科博士後期課程修了。博士（教育学）。京都大学霊長類研究所研究員、京都大学大学院教育学研究科
准教授などを経て、現在、京都大学大学院教育学研究科教授、文部科学省科学技術学術審議会委員、日本学術会議連携会員、こど

も家庭庁こども家庭審議会臨時委員。
ヒトとヒト以外の霊長類を胎児期から比較し、ヒト特有の脳と心の発達の機序とその生物学的基盤を明らかにする「比較認知発達科学」と

いう分野を世界にさきがけて開拓した。近著に『マスク社会が危ない―子どもの発達に「毎日マスク」はどう影響するか？（宝島新書）』『ヒトの発達の謎を
解く―胎児期から人類の未来まで（ちくま新書）』『まねが育むヒトの心（岩波ジュニア新書）』など。
NHKスペシャル『ママたちが非常事態！?　最新科学で迫るニッポンの子育て1・2（2016年放送）』『ニッポンの家族が非常事態!?　第1集わが子がキレる
本当のワケ（2017年放送）』『ジェンダーサイエンス 男X女 性差の真実（2021年放送）等の監修・出演により、現代社会に生きるヒトが抱える問題を最新科
学の知見から理解する活動にも力を注いでいる。『こどもちょうせんバラエティ いろりろ（読売テレビ、毎週日曜6:30～）』の監修も行っている（Youtubeに
て『いろりろch』も配信中）

明和 政子先生　京都大学大学院教育学研究科教授
みょうわ　

令和５年１０月１０日～１１月１０日  オンデマンド配信(60分予定）要申込
養護教諭、保健師、教員、保育士、相談員等の支援業務に関わる方、その他関心のある方　

（岩手県地域自殺対策強化事業※）

https://forms.gle/jJm7KQcLLY5KMxza8

複数名での視聴の場合、各自申込みをお願いいたします。録音・録画等はご遠慮ください。
資料の配布はございません。ご了承ください。

注意事項

右記URLまたはQRコードからお申込みください。

締切 令和５年9月29日 金

※若年者の自殺対策として、県の助成により実施している事業です

日時・対象

申込方法

講師プロフィール

お問合せ

参加
無料


